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Ⅰ . はじめに
 平成28年４月から，障害を理由とする差別の解
消の推進に関する法律が施行される予定で，国公
立大学などでは，障害を理由とする差別の禁止と，
合理的配慮を提供することが法的義務となる。合
理的配慮とは，「障害者が他の者と平等にすべて
の人権及び基本的自由を享有し，又は行使するこ
とを確保するための必要かつ適当な変更及び調整
であって，特定の場合において必要とされるもの
であり，かつ，均衡を失した又は過度の負担を課
さないものをいう。」と障害者の権利に関する条
約　第二条に定義されている１）。それに伴い，大
学においての障害のある学生への支援に関する議
論が高まってきている。広島大学では，様々な対
象に対するアクセスのしやすさを意味する「アク
セシビリティ」に着目して，障害のある学生に対
する修学支援や，支援者の人材育成を行ってきて
いる２）。修学支援の内容は手書き・パソコンによ
る要約筆記，ガイドヘルプ，字幕の作成，点訳な
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ど多岐にわたるが，要約筆記は例年一定数の支援
申請があり，特にパソコンでの要約筆記は手書き
に比べて多くの情報を伝えられるため需要も多
い。ただし，パソコン入力で要約筆記支援を行う
にはタイピングのスキルなどが必要であり，人材
を育成・確保することも必要である。
　広島大学でパソコンによる要約筆記の支援を行
う場合，通常は，支援を申請された授業が開催さ
れる教室にノートテイカー（以下，「テイカー」）
の学生２名を派遣し，連携入力によるノートテイ
ク（以下，「テイク」，「連携テイク」）を行ってい
る。この場合，派遣される学生は，一度アクセシ
ビリティセンターに機材を取りに来た後教室に向
かい，機材を設置し，要約筆記を行うという流れ
になる。機材を返却する場合は逆の流れになる。
　しかし，広島大学はキャンパスが３箇所あり，
キャンパス間の移動に時間がかかるため，異なる
キャンパスに学生を派遣することが難しい。また，
同一キャンパス内でテイクのできる学生を常時確
保しておくことも容易ではない。東広島キャンパ
スは，面積も広いため，授業間の移動時間内にア
クセシビリティセンターへの来室，移動，設置作
業を納められなくなり，派遣計画を立てることが
難しくなる。また，テイクを行う場合には，連携
入力用のノートパソコンを２台，支援対象学生が
閲覧するためのタブレット端末を１台，教室内
LAN を構築するための無線ルーター１台を使用
している。教室が狭い場合や，移動を伴う授業で
は，同一教室内でテイクを行う現在の方式が使え
ない可能性もある。
　このような状況を改善するため，アクセシビリ
ティセンターでは，パソコンによる連携テイクを
遠隔地で行う，遠隔要約筆記サポートシステム（以
下，「遠隔サポートシステム」）の構築を進めてき
た。このシステムでは，教室内の音声をインター
ネットで送信し，遠隔地の要約筆記者が字幕を作
成して，支援対象者の表示用端末に送信する。こ
の方法であれば，筆記者は現地に行く必要がない
ため，距離的問題，時間的問題を軽減することが
できる。
　本稿では，遠隔サポートシステムによる授業の
情報保証を行った結果について報告し，遠隔サ
ポート技術の利点と課題について議論する。
Ⅱ．遠隔要約筆記サポートシステム
　遠隔地でテイクを行う場合，教室との安定した
通信を確保することが重要である。ファイア
ウォールによって異なるネットワーク間の通信が
制限される場合もあるため，このような場合にも
通信できるシステムを考える必要がある。そのよ
うなシステムとしては，VPN（Virtual Private 
Network）接続を使用して，遠隔地のパソコンと
教室とが仮想的に同じローカルネットワーク上に
ある環境でテイクを行うもの３）などが開発され
ている。さらに，パソコンでの入力だけでなく，
遠隔地で音声認識技術を利用してテイクするシス
テム４），など様々なシステムが開発されている５-６）。
本研究では，導入や設定が容易でだれにでも使え
るシステムの構築を目指している。パソコン同士
で通話・ビデオ通話・テキスト通信が行えるソフ
トウェア Skype（Microsoft Corporation, WA）７）
は，ファイアウォール内など制限された環境でも
比較的安定した通信を行うことができる。Skype
はパソコンやタブレット，スマートフォンなど
様々な機器で，またMicrosoft Windows （Microsoft 
Corporation, WA）， OSX （Apple Inc, CA）， Android 
（Google Inc, CA）など様々な OS 用のソフトウェ
アが用意されており，無料でインストールが可能
である。また，通話の品質が良く，電話の代わり
としてだけでなく，視覚障害者へのサポートなど
支援ツールとしての使用も進んできている８）。そ
のため，本研究では音声録音や字幕表示に Skype
を使用した。また，要約筆記の入力・配信用ソフ
トウェア ITBC2 ９）（森 直之氏の開発）は，連携
テイクでの入力およびネットワークを介しての字
幕配信をすることができ，現在，同一教室内で連
携テイクを行う際に使用しているソフトウェアで
ある。本研究では，Skype と ITBC ２を組み合わ
せて，遠隔サポートシステムを構築した。
　図１に，本研究で用いたシステムの概要を示
す。教室の音声は，音声録音用のタブレット端末
から Skype による音声通話で要約筆記者のいる
07_研報05：坂本晶子ほか7名.indd   42 16/03/23   18:02
― 43 ―
高等教育における合理的配慮
テイク室の配信用 PC へ送信される。要約筆記者
は，配信用 PC の音声を聞きながら連携テイクを
行う。連携テイクには，ITBC ２を使用している。
ITBC ２は， LAN 内で連携・字幕配信するだけで
なく，インターネットを通じて字幕を配信する機
能を備えているが，広島大学内のネットワーク環
境においては，大学内でローカルな IP アドレス
を割り当てられている連携用 PC をサーバーとし
て，別の学内ネットワークに配信を行うことが難
しかったため，ITBC ２の配信機能は使用してい
ない。ただし，ITBC ２には Skype と連携して，
Skype のテキストチャット機能にメッセージを
送る機能が備えられているため，本研究では，こ
の Skype 連携機能を利用する方式を採用した。
入力された内容は，配信用 PC で稼働中の ITBC
２から Skype 連携機能により，支援対象学生が
持つ表示用タブレット端末に送信される。
　遠隔サポートは，平成27年度に連携テイクの支
援を申請された授業（支援学生１名）の中の１コ
マに対して，５週分行った。対象の授業は，担当
教員の研究室で行われる授業で，テイカー２人と
ノートパソコン２台，無線ルーターを持ち込むと
スペースが狭くなってしまうため，遠隔でのサ
ポートを行うこととなった。
　遠隔での連携テイクは，テイカーを派遣してい
るアクセシビリティセンター内で行った。また，
音声録音および字幕表示のための機材の設置，授
業中のネットワーク状況のチェックを行うための
支援者を１人，教室に派遣した。
　遠隔地で要約筆記する場合，音声・字幕をイン
ターネットを介して送信するため，ネットワーク
の状態によっては字幕の表示が遅延する可能性が
ある。本研究では，字幕が授業に差し支えない速
度で安定して配信されるかという点に注意してサ
ポートを実施した。
　また今回は，インターネット環境が悪くても安
定して通信できることを優先して，教室の音声の
みを要約筆記者に送信し映像は送らない。そのた
図１：遠隔サポートシステムの構成
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め，要約筆記者が現場の状況を把握しづらいこと
も考えられる。そこで現場の様子が見えなくても
テイクできるか，配信された字幕に影響しないか
などの点にも注意した。
Ⅲ．結　果
１．Skype通話による音声通信
　遠隔でのサポートを複数回行った結果，Skype
通話による音声通信は，テイクを行うのに十分な
品質で聞こえ，安定して通信できていた。ネット
ワークの状況にもよるが，通話が授業中に切れる
などの問題もなく，テイクに不都合は生じていな
い。教室の音声はタブレット端末に内蔵されたマ
イクから録音したが，先生の話はこの内蔵マイク
からの音で十分聞き取ることができた。ただし，
学生が発言した場合など，端末から離れて発言す
ると聞きとりにくい場合があるとのことであっ
た。このような場合は，マイクを準備する必要が
出てくる。
２．遠隔地での連携入力
　音声が滞りなく送信されていれば，遠隔地で
あっても連携入力に大きな支障は見られなかっ
た。映像が送信されず音声のみである点に関して
は，その場の状況・雰囲気などが分かりにくい，
「それ」，「あれ」など指示語が伝わりにくい，といっ
た声が聞かれた。特に，学生が発言する際に，ど
の学生が発言しているのか分からず伝えられない
ことに対して戸惑うことがあるとのことであっ
た。ただし，支援対象学生には現場の状況が見え
ており，今だれが発言しているのかといったこと
が分かっているため，入力された情報を見ている
側にとってはさほど問題にならないのではないか
と考えられる。
３．字幕の配信
　 字 幕 の 配 信 に つ い て は，ITBC ２ と Skype
チャットの連携はスムーズに行えており，ITBC
２だけを使用した場合と同様に字幕配信を行うこ
とができた。また，Skype チャットの画面で字
幕を見ることに関しても問題はないと思われる。
しかし，ネットワークの状況により，授業中に字
幕表示が遅延する場面があった。音声通信に遅延
はなく，連携テイクもスムーズに行えて ITBC ２
から Skype に送信されているのだが，チャット
メッセージを表示用タブレット配信する際に遅延
が起こっていると考えられる。このような場合，
単に字幕表示が遅れるのではなく，配信そのもの
が止まり，その後のメッセージが全く送られてこ
ない状態となっていた。しばらく時間が経過した
後，遅延していた字幕が送られてくるケースもあ
るが，復旧できないケースもあった。原因として
は，ネットワークの接続が一時的に弱くなってい
ることや，チャット形式であるにもかかわらず，
表示用タブレットからは発信せず，メッセージを
一方的に受け取るだけであることなどが考えられ
る。また，Skype チャットは，安定したサーバー
を介した通信ではなく通信する端末同士を直接探
して接続しているため，どちらかの端末のネット
ワーク環境が悪くなった際などに通信相手を見つ
けられず接続が不安定になる可能性がある。通常
のチャットであればお互いにメッセージを送り合
うため，会話の途中で接続が切れたとしても，お
互いが相手を探し，繋ぎ直して再び送信すること
ができるが，今回のシステムでは，受信側は一方
的に受信しているだけであるため，受信側から
メッセージを送って繋ぎ直しといった作業は難し
い。字幕の配信を安定させるためには，端末同士
を直接接続するよりも，配信用のサーバーを用意
し，入力内容をいったんサーバーに送信してサー
バーから表示用端末に配信する方式の方が優れて
いる可能性がある。Skype チャットに代わる，安
定して使用できる表示方法を開発することが今後
の課題である。
　さらに，今回使用したシステムでは，配信側（要
約筆記者）からは，字幕が遅延なく配信されてい
るかを確認することができず，また，教室と連絡
をとる手段がなかったため，問題が起きた場合に，
すぐに気づき対処することが難しいという問題点
が明らかになった。遠隔サポートシステムを本格
的に運用していくにあたっては，ネットワークの
安定性が重要であるとともに，教室と要約筆記者
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との連絡手段を確保しておく必要があると考えら
れる。
Ⅳ．まとめ
　本稿では，ITBC ２と Skype を用いて遠隔要約
筆記サポートシステムを構築し，サポートを実践
した結果について述べた。遠隔地の音声を聞いて
要約筆記を行う場合でも， テイクそのものに関し
ては現地で行う場合とほぼ同様にできているとの
評価が得られた。
　遠隔地で要約筆記支援を行うことにより，テイ
カーは教室に行く必要がなくなるため，教室が狭
い場合や遠い場合などでも支援に参加することが
できる。支援者派遣における空間的制限，距離的
制限，時間的制限を軽減することで，今後の支援
の幅を広げることができるようになると考えられ
る。また，要約筆記に必要なパソコンなどの機材
をあらかじめテイク用の部屋に準備しておくこと
で，教室に持ち込む機材は音取り用のタブレット
端末と表示用のタブレット端末，インターネット
接続機器となり，教室での準備にかかる時間も減
らせると思われる。
　一方，遠隔サポートでの課題も明らかになっ
た。まず，テイカーは教室の映像を見ていないた
め，学生が発言する，教科書を見る，板書の説明
をするなどの時は状況が把握しづらく，テイクが
やりにくくなる場合がある。遠隔サポートが成功
するかどうかには授業形態が関わっているため，
授業の進め方などを調べた上で支援の方法を検討
する必要がある。
　また，インターネットの接続状況が悪い，ネッ
トワークが切れたなどの問題が起きたときにサ
ポートが途切れてしまう。復旧する手段の確保，
復旧するためのスタッフを確保しておくなどの必
要がある。今回の実施でも，現場で字幕の配信が
遅延していることがあった。筆記者は現場の状況
がわかりにくいため，字幕が滞りなく配信されて
いるのか確認したり，問題が起きたときに連絡す
る手段を用意しておく必要がある。
　最後に，Skype チャット形式での字幕配信は，
ネットワークが不安定なときに配信に遅延が起こ
る場合があった。遠隔サポートは，通常のチャッ
トとは異なり，一方が相手側に送信し続ける形で
あるため，端末同士を直接つなぐ方式よりも，サー
バーから字幕を配信する形の方が配信が安定する
可能性がある。配信部分を安定して行えるシステ
ムを開発することがこれからの課題である。
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